
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源から出射された光束を光学的に処理して光学像を形成し、投写レンズにより前記光学
像を拡大投写する投写型表示装置に用いられ、前記光源部分を構成する光源装置であって
、
光源ランプと、前記光源ランプから出射された光を反射するリフレクタと、前記リフレク
タの開口面以外の外面をほぼ全体的に覆うランプハウジングとを備え、
前記光源ランプ、前記リフレクタ、および前記ランプハウジングが前記投写型表示装置か
ら一体的に交換可能に構成されており、
前記ランプハウジングは、分割可能な複数の部品によって構成されており、
前記ランプハウジングは、前記リフレクタに冷却空気を導くための開口部を有し、
前記分割可能な複数の部品のうち１つが、前記開口部を覆う蓋部材であ

ことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
光源ランプと、前記光源ランプから出射された光を反射するリフレクタと、前記リフレク
タの開口面以外の外面をほぼ全体的に覆うランプハウジングとを備えた光源装置において
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り、
　前記蓋部材には、前記冷却空気を導く小開口部と、前記光源ランプまたは前記リフレク
タが破裂した際、当該光源ランプまたはリフレクタの破片がランプハウジング外部に飛散
することを防止する飛散防止片とが設けられており、
　前記飛散防止片は、前記蓋部材から前記リフレクタの外面形状に応じた突出寸法を有し
ている



、
前記ランプハウジングは、分割可能な複数の部品によって構成されており、
前記ランプハウジングは、前記リフレクタに冷却空気を導くための開口部を有し、
前記分割可能な複数の部品のうち１つが、前記開口部を覆う蓋部材であり、

ることを特徴とする光源装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載の光源装置において、
前記分割可能な複数の部品は、前記リフレクタを固定する基部ハウジングと、前記リフレ
クタの外面のうち前記基部ハウジングで覆われない部分を覆う被覆部ハウジングを備え、
前記被覆部ハウジングは、分割可能な複数の部品によって構成されており、
前記被覆部ハウジングは、前記蓋部材を備えていることを特徴とする光源装置。
【請求項４】
請求項１または２に記載の光源装置において、
前記ランプハウジングは、前記リフレクタの開口面にほぼ垂直な線を基準として分割され
た２つの部品を有し、前記２つの部品によって前記リフレクタの前記開口面以外の外面が
ほぼ全体的に覆われることを特徴とする光源装置。
【請求項５】
請求項１ないし４のいずれかに記載の光源装置において、
前記ランプハウジングは、前記複数の部品のいずれか１つに前記リフレクタが固定される
ことを特徴とする光源装置。
【請求項６】
請求項 に記載の光源装置において、
前記飛散防止片には、前記冷却空気を前記光源ランプに案内する整流板が設けられている
ことを特徴とする光源装置。
【請求項７】
請求項１ないし のいずれかに記載の光源装置を備えていることを特徴とする投写型表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光源から出射された光束を光学的に処理して光学像を形成し、投写レンズによ
り前記光学像を拡大投写する投写型表示装置に用いられ、前記光源部分を構成する光源装
置、およびこの光源装置を用いた投写型表示装置に関する。
【０００２】
【背景技術】
従来より、光源から出射された光束を光学的に処理して光学像を形成し、投写レンズによ
り光学像を拡大投写する投写型表示装置が知られている。このような投写型表示装置は、
会議、学会、展示会等のマルチプレゼンテーションに広く利用されている。
【０００３】
そして、上述した投写型表示装置の光源としては、輝度、発色の安定性等の観点から、従
来より、メタルハライドランプ、キセノンランプ等の光源ランプをリフレクタに固定した
光源装置が採用されている。
【０００４】
このような光源ランプは、使用開始から数千時間の間は比較的安定した光を発することが
できるが、それ以上の時間に亘って使用すると、ランプ寿命が尽きてしまい、光源ランプ
の輝度が著しく低下するという問題がある。
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　前記蓋部材には、前記冷却空気を導く小開口部と、前記光源ランプまたは前記リフレク
タが破裂した際、当該光源ランプまたはリフレクタの破片がランプハウジング外部に飛散
することを防止する飛散防止片とが設けられており、
　前記飛散防止片は、前記蓋部材から前記リフレクタの外面形状に応じた突出寸法を有し
てい

１ないし５のいずれか

６



【０００５】
このため、従来の投写型表示装置では、電源や光源ランプを含む光学系等を収納する外装
ケースに光源装置交換蓋を形成し、光源ランプの寿命が尽きた場合、この光源装置交換蓋
を介して光源装置を交換できるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の投写型表示装置では、光源ランプの輝度の低下により光源
装置を交換する場合は問題ないが、光源ランプやリフレクタが破裂した場合、光源ランプ
やリフレクタの破片がケース内部に飛散していしまい、光源装置を交換するだけでなく、
外装ケースを分解し、ケース内部を掃除しなければならないという問題がある。
【０００７】
本発明の目的は、光源ランプやリフレクタが破裂しても、外装ケースを取り外してその内
部を清掃する必要のないメンテナンスの容易な光源装置およびこれを利用した投写型表示
装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
光源から出射された光束を光学的に処理して光学像を形成し、投写レンズにより前記光学
像を拡大投写する投写型表示装置に用いられ、前記光源部分を構成する光源装置であって
、光源ランプと、前記光源ランプから出射された光を反射するリフレクタと、前記リフレ
クタの開口面以外の外面をほぼ全体的に覆うランプハウジングとを備え、前記光源ランプ
、前記リフレクタ、および前記ランプハウジングが前記投写型表示装置から一体的に交換
可能に構成されていることを特徴とする。
【０００９】
このような本発明によれば、光源装置がリフレクタの開口面以外の外面をほぼ全体的に覆
うランプハウジングを備えているので、光源ランプまたはリフレクタが破裂した場合であ
っても、光源ランプの破片は、ランプハウジング内で飛散し、投写型表示装置のケース内
部に飛散することがなく、光源ランプおよびランプハウジングを一体的に投写型表示装置
から取り出すことができる。従って、光源ランプまたはリフレクタが破裂しても、外装ケ
ースを取り外して装置内部の掃除を行う必要がなく、投写型表示装置のメンテナンスの容
易化が図られる。
【００１０】
また、光源ランプおよびリフレクタが上述したランプハウジングに覆われているので、ラ
ンプハウジング内に飛散した破片に触れることなく、光源装置の交換を行うことができ、
光源装置の交換作業を安全に行うことが可能となる。
【００１１】
以上において、上述したランプハウジングは、分割可能な複数の部品によって構成され、
複数の部品のいずれか１つに前記リフレクタが固定されるのが好ましい。
【００１２】
すなわち、ランプハウジングがこのように分割可能な複数の部品によって構成されている
ので、光源ランプおよびリフレクタをランプハウジングに容易に固定することが可能とな
る。
【００１３】
また、上述したランプハウジングは、リフレクタの開口面にほぼ垂直な線を基準として分
割された２つの部品を有し、２つの部品によってリフレクタの開口面以外の外面がほぼ全
体的に覆われているのが好ましい。
【００１４】
すなわち、このようなランプハウジングであれば、２つの部品でランプハウジングを構成
できるので、ランプハウジングの構成の簡素化、ひいては光源装置の構造の簡素化が図ら
れる。
【００１５】
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さらに、上述したランプハウジングが光源ランプに冷却空気を導くための開口部を有して
いる場合、この開口部には、光源ランプが破裂した際、当該光源ランプの破片がランプハ
ウジング外部に飛散することを防止する飛散防止片が設けられているのが好ましい。
【００１６】
すなわち、光源ランプに冷却空気を導くための開口部がランプハウジングに設けられてい
るので、過熱により光源ランプが劣化することを防止することで、光源装置の寿命を延ば
すことができる。そして、開口部に飛散防止片が設けられているので、光源ランプまたは
リフレクタが破裂しても開口部から破片がランプハウジング外に飛散することを防止する
ことができる。
【００１７】
そして、上述した飛散防止片には、冷却空気を光源ランプに案内する整流板が設けられて
いるのが好ましい。
【００１８】
すなわち、飛散防止片に整流板が設けられているので、開口部から導入された冷却空気は
、整流板によって光源ランプおよびリフレクタ等の発熱部分に供給され、これらの冷却を
効率的に行って光源装置の寿命を一層延ばすことができる。
【００１９】
また、上述した飛散防止片の長さは、リフレクタの形状に応じて設定されているのが好ま
しい。
【００２０】
すなわち、リフレクタの形状に応じて飛散防止片の長さが設定されていることにより、リ
フレクタをランプハウジング内部に容易に収納することができるうえ、飛散防止片の長さ
をこのように設定することで、光源ランプの破片が開口部から外に飛散することを必要十
分に防止することができる。
【００２１】
さらに、上述した分割可能な複数のうちの１つは、ランプハウジングの開口部を覆いかつ
飛散防止片が設けられた蓋部材であるのが好ましい。
【００２２】
すなわち、ランプハウジングの開口部を覆う蓋部材に飛散防止片が設けられていれば、ラ
ンプハウジングに飛散防止片を設けておく必要がないので、ランプハウジングの構造の簡
素化を図ることが可能となり、特に、合成樹脂等の射出成形によりランプハウジングを成
形する場合、製造上有利である。
【００２３】
そして、本発明は、投写型表示装置に用いられる光源装置だけでなく、他の用途の光源装
置として用いることができる。すなわち、本発明に係る光源装置は、光源ランプと、前記
光源ランプから出射された光を反射するリフレクタと、前記リフレクタの開口面以外の外
面をほぼ全体的に覆うランプハウジングとを備えた光源装置において、前記ランプハウジ
ングは、分割可能な複数の部品によって構成され、前記複数の部品のいずれか１つに前記
リフレクタが固定されることを特徴とする。
【００２４】
このような本発明によれば、上述と同様な作用および効果を享受することが可能であり、
さらに、上述と同様に各構成部材に種々の限定を加えても、同様の作用および効果を享受
することが可能となる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の一形態を図面に基づいて説明する。
【００２６】
（１）装置の全体構成
図１、図２には、本実施形態に係る投写型表示装置１の概略斜視図が示され、図１は上面
側から見た斜視図、図２は下面側から見た斜視図である。
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【００２７】
投写型表示装置１は、光源としての光源ランプから出射された光束を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）
、青（Ｂ）の三原色に分離し、これらの各色光束を電気光学装置を構成する液晶パネルを
通して画像情報に対応させて変調し、変調した後の各色の変調光束をプリズム（色合成光
学系）により合成して、投写レンズ６を介して投写面上に拡大表示する形式のものである
。投写レンズ６の一部を除いて、各構成部品は外装ケース２の内部に収納されている。
【００２８】
（２）外装ケースの構造
外装ケース２は、基本的には、装置上面を覆うアッパーケース３と、装置底面を構成する
ロアーケース４と、背面部分を覆うリアケース５（図２）とから構成され、リアケース５
が樹脂製である他はマグネシウム等の金属製である。
【００２９】
図１に示されるように、アッパーケース３の上面において、その前方側の左右の端には、
スピーカ用の多数の連通孔２５Ｒ、２５Ｌが形成されている。また、これらの連通孔２５
Ｒ、２５Ｌ間には、投写型表示装置１の画質等を調整するための操作パネル６０が設けら
れている。さらに、アッパーケース３の前面の向かって右上部分には、図示略のリモート
コントローラからの光信号を受信するための受光部７０が設けられている。
【００３０】
図２に示されるように、ロアーケース４の底面の略中央には、装置内部を冷却する冷却空
気を取り入れるための空気取入口２４０が設けられている。空気取入口２４０は、樹脂製
のフィルタ交換蓋２４１に設けられており、このフィルタ交換蓋２４１をロアーケース４
の側面側から着脱することで、内部のフィルタを交換することが可能である。
【００３１】
また、ロアーケース４の底面には、その前端の左右の角部にフット３１Ｒ、３１Ｌが設け
られ、後端の略中央部にフット３１Ｃが設けられている。尚、フット３１Ｒ、３１Ｌの上
下の進退量を調整することによって、表示画面の傾きを変更することが可能である。
【００３２】
リアケース５は、図２に示されるように、装置背面側に配置された各種の入出力端子群５
１が設けられるインターフェースパネル５０１と、装置内部の空気を排出する通気口とし
ての排気口および受光部７０が設けられた光源ランプ交換蓋５０２とで構成されている。
また、装置背面側には、外部電力供給用のＡＣインレット５０が設けられている。そして
、このリアケース５にも、アッパーケース３と同様に受光部７０が設けられている。
【００３３】
（３）装置の内部構造
図３には、投写型表示装置１の内部構造が示されている。
【００３４】
この図に示されるように、装置１の内部には、投写レンズ６の一側方に配置された電源と
しての電源ユニット７、電源ユニット７の後方に配置された光源装置としての光源ランプ
ユニット８、光学系を構成する光学ユニット１０、ユニット１０内の電気光学装置９２５
を駆動するドライバーボード（図示せず）、および装置１全体を制御するメインボード（
図示せず）などが収容されている。
【００３５】
電源ユニット７は、ＡＣインレット５０からの電力を変圧して光源ランプユニット８や、
ドライバーボード、メインボード、電気光学装置９２５の下方または上下両方に配置され
た吸気ファン（図示せず）、および光源ランプユニット８の後方に配置された排気ファン
１６などに供給するものであり、電源フィルタ、トランス（変圧器）、整流回路、平滑回
路、電圧安定回路等が形成された電源回路基板の他、光源ランプユニット８の光源ランプ
１８１を駆動するためのランプ駆動基板等を備えている。
【００３６】
光源装置である光源ランプユニット８は、投写型表示装置１の光源部分を構成するもので
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あり、図４にも示されるように、光源ランプ１８１、リフレクタ１８２、およびこれらを
収納するランプハウジング１８４（後述）とを備えている。
【００３７】
光学ユニット１０は、光源ランプユニット８から出射された光束を、光学的に処理して画
像情報に対応した光学像を形成するユニットであり、照明光学系９２３、色分離光学系９
２４、電気光学装置９２５、および色合成光学系としてのプリズムユニット９１０とを含
んで構成される。電気光学装置９２５およびプリズムユニット９１０以外の光学ユニット
１０の光学素子は、上ライトガイド（図示略）、下ライトガイド９０２の間に上下に挟ま
れて保持された構成となっている。尚、これらの上ライトガイド、下ライトガイド９０２
は一体とされて、ロアーケース４の側に固定ネジにより固定されている。また、これらの
ライトガイドは、プリズムユニット９１０の側に同じく固定ネジによって固定されている
。
【００３８】
直方体状のプリズムユニット９１０は、図５に示されるように、マグネシウムの一体成形
品から構成される側面略Ｌ字状のヘッド体９０３の裏面側に固定ネジにより固定されてい
る。また、電気光学装置９２５を構成する各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂは
、プリズムユニット９１０の３側面に固定部材を介して固定されている。
【００３９】
ドライバーボードは、電気光学装置９２５の各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ
を駆動・制御するためのものであり、光学ユニット１０の上方に配置される。
【００４０】
メインボードは、投写型表示装置１全体を制御する制御回路が形成されたものであり、前
記ドライバーボードの上方に配置される。このようなメインボードは、前述のドライバー
ボードおよび操作パネル６０と電気的に接続される。
【００４１】
（４）光学系の構造
次に、投写型表示装置１の光学系即ち光学ユニット１０の構造について、図４に示す模式
図に基づいて説明する。
【００４２】
上述したように、光学ユニット１０は、光源ランプユニット８からの光束（Ｗ）の面内照
度分布を均一化する照明光学系９２３と、この照明光学系９２３からの光束（Ｗ）を、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に分離する色分離光学系９２４と、各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂを画
像情報に応じて変調する電気光学装置９２５と、変調後の各色光束を合成する色合成光学
系としてのプリズムユニット９１０とを含んで構成されている。
【００４３】
照明光学系９２３は、第１のレンズ板９２１と、その出射側に配置された第２のレンズ板
９２２と、光源ランプユニット８から出射された光束Ｗの光軸１ａを装置１前方向に折り
曲げる反射ミラー９３１とを備えている。
【００４４】
第１のレンズ板９２１は、マトリクス状に配置された複数の矩形レンズを有しており、光
源から出射された光束を複数の部分光束に分割し、各部分光束を第２のレンズ板９２２の
近傍で集光させる。
【００４５】
第２のレンズ板９２２は、マトリクス状に配置された複数の矩形レンズを有しており、第
１のレンズ板９２１から出射された各部分光束を電気光学装置９２５を構成する液晶パネ
ル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ（後述）上に重畳させる機能を有している。
【００４６】
このように、本例の投写型表示装置１では、照明光学系９２３により、液晶パネル９２５
Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ上をほぼ均一な照度の光で照明することができるので、照度ムラ
のない投写画像を得ることができる。
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【００４７】
色分離光学系９２４は、青緑反射ダイクロイックミラー９４１と、緑反射ダイクロイック
ミラー９４２と、反射ミラー９４３から構成される。まず、青緑反射ダイクロイックミラ
ー９４１において、照明光学系９２３から出射される光束Ｗに含まれている青色光束Ｂお
よび緑色光束Ｇが直角に反射され、緑反射ダイクロイックミラー９４２の側に向かう。
【００４８】
赤色光束Ｒは、この青緑反射ダイクロイックミラー９４１を通過し、後方の反射ミラー９
４３で直角に反射されて、赤色光束Ｒの出射部９４４からプリズムユニット９１０の側に
出射される。
【００４９】
次に、青緑反射ダイクロイックミラー９４１で反射された青色、緑色光束Ｂ、Ｇのうち、
緑反射ダイクロイックミラー９４２において、緑色光束Ｇのみが直角に反射されて、緑色
光束Ｇの出射部９４５からプリズムユニット９１０側に出射される。
【００５０】
この緑反射ダイクロイックミラー９４２を通過した青色光束Ｂは、青色光束Ｂの出射部９
４６からリレー光学系９２７の側に出射される。本例では、照明光学系９２３の光束Ｗの
出射部から、色分離光学系９２４における各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂの出射部９４４、９４５、
９４６までの距離が全て等しくなるように設定されている。
【００５１】
色分離光学系９２４の赤色、緑色光束Ｒ、Ｇの出射部９４４、９４５の出射側には、それ
ぞれ集光レンズ９５１、９５２が配置されている。従って、各出射部から出射した赤色、
緑色光束Ｒ、Ｇは、これらの集光レンズ９５１、９５２に入射して平行化される。
【００５２】
このように平行化された赤色、緑色光束Ｒ、Ｇは、入射側偏光板９６０Ｒ、９６０Ｇを通
って光変調装置である液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇに入射して変調され、各色光に対応
した画像情報が付加される。すなわち、これらの液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇは、前述
のドライバーボードによって画像情報に応じてスイッチング制御されて、これにより、こ
こを通過する各色光の変調が行われる。
【００５３】
一方、青色光束Ｂは、リレー光学系９２７を介して対応する液晶パネル９２５Ｂに導かれ
、ここにおいて、同様に画像情報に応じて変調が施される。尚、本実施形態の液晶パネル
９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂとしては、例えば、ポリシリコンＴＦＴをスイッチング素
子として用いたものを採用することができる。
【００５４】
リレー光学系９２７は、青色光束Ｂの出射部９４６の出射側に配置した集光レンズ９５４
と、入射側反射ミラー９７１と、出射側反射ミラー９７２と、これらの反射ミラーの間に
配置した中間レンズ９７３と、液晶パネル９２５Ｂの手前側に配置した集光レンズ９５３
とから構成されており、集光レンズ９５３から出射した青色光束Ｂは、入射側偏光板９６
０Ｂを通って液晶パネル９２５Ｂに入射して変調される。
【００５５】
この際、光束Ｗの光軸１ａおよび各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂの光軸１ｒ、１ｇ、１ｂは同一平面
内に形成されるようになる。そして、各色光束の光路の長さ、すなわち光源ランプ１８１
から各液晶パネルまでの距離は、青色光束Ｂが最も長くなり、従って、この光束の光量損
失が最も多くなる。しかし、リレー光学系９２７を介在させることにより、光量損失を抑
制できる。
【００５６】
次に、各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを通って変調された各色光束Ｒ、Ｇ、
Ｂは、出射側偏光板９６１Ｒ、９６１Ｇ、９６１Ｂを通ってプリズムユニット９１０に入
射され、ここで合成される。そして、このプリズムユニット９１０によって合成されたカ
ラー画像が投写レンズ６を介して所定の位置にある投写面１００上に拡大投写されるよう
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になっている。
【００５７】
（５）光源ランプユニット８の構造
光源装置である光源ランプユニット８は、図６に示すように、インターフェースパネル５
０１に隣接して設けられる光源ランプ交換蓋５０２から取り外すことができる。すなわち
、光源ランプ交換蓋５０２を装置本体から取り外すと、投写型表示装置１の後部側面には
内部の光源ランプユニット８を臨む空間５０４が形成される。そして、この空間５０４を
通して光源ランプユニット８を前後方向にスライドさせることで、光源ランプユニット８
を装置本体に対して着脱することが可能であり、交換できるようになっている。尚、前記
光源ランプ交換蓋５０２は、図６では図示を略したが、装置内面側に排気ファン１６が一
体に取り付けられている。また、光源ランプ交換蓋５０２は、上部２カ所の係止部５０３
をアッパーケース３と係合させるとともに、下端部分をロアーケース４に対してビス止め
固定することにより、装置本体に取り付けられる。
【００５８】
光源ランプユニット８は、図４、図６、図７に示すように、光源ランプ１８１と、リフレ
クタ１８２と、このリフレクタ１８２の開口面以外の外面をほぼ全体的に覆うプラスチッ
ク製のランプハウジング１８４と、リフレクタ１８２の開口面を覆う前面ガラス１８３と
を含んで構成されている。
【００５９】
光源ランプ１８１は、ガラス管と、当該ガラス管内に略直線状に配置された一対の電極と
を有している。詳細に図示してはいないが、光源ランプ１８１を構成するガラス管の一部
には、発光ガスが封入された中空の発光部がある。一対の電極のそれぞれの端部は、発光
部内において略同一軸線上に配置され、これらの電極間で放電を行うことにより、光を放
出させる。発光部の両側は電極シール部となっており、一対の電極の発光部とは反対側の
端部が、他の電気導通部材と接続されつつ封止されている。光源ランプ１８１の一方の端
部は、リフレクタ１８２の内面のほぼ中央部に固定される。
【００６０】
リフレクタ１８２は、光源ランプ１８１の発光部から放射された光を、開口部側へ反射す
る反射鏡である。投写型表示装置１には、一般的に、その断面が、パラボラ形状や楕円形
状であるものが使用され、リフレクタの形状のみ、あるいは、リフレクタの形状とその開
口面付近に配置したレンズの形状とを適宜選択することによって、出射光を平行光とした
り、発散光としたり、あるいは収束光としたりすることができる。リフレクタ１８２の開
口面には、前面ガラス１８３が接着等によって取り付けられる。
【００６１】
ランプハウジング１８４には、光源ランプ１８１及び前面ガラス１８３が取り付けられた
リフレクタ１８２が固定、収納される。
【００６２】
ランプハウジング１８４は、図７に示すように、リフレクタ１８２の開口面にほぼ垂直な
線１ａを通る平面Ｐに沿って分割され、リフレクタ１８２が取り付けられる基部ハウジン
グ１８５と、リフレクタ１８２の外面のうち基部ハウジング１８５で覆われない部分を覆
う被覆部ハウジング１８６とを含んで構成される。尚、基部ハウジング１８５および被覆
部ハウジング１８６は、ねじ止め固定されて一体化されている。
【００６３】
基部ハウジング１８５は、光出射面を規定する出射面開口枠１８７と、リフレクタ１８２
の一側面を覆う第１側板１８８（図６参照）と、リフレクタ１８２の他の側面の一部を覆
う第２側板１８９と、第２側板１８９の反対側の第３側板１９０とを備えている。そして
、リフレクタ１８２は、出射面開口枠１８７、第１側板１８８、および第２側板１８９を
基準に位置決めされるとともに、固定バネ１９１およびコ字形クリップ１９２により固定
されている。また、基部ハウジング１８５の第２側板１８９の後ろ側には、電源ユニット
７との電気的接続を行うコネクタ１９３が設けられているとともに、その側部には、情報
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担持部１９４が設けられている。この情報担持部１９４は、光源ランプ１８１の使用時間
をメインボードで積算するために用いられ、光源ランプ１８１が未使用であるか否か、光
源ランプ１８１の使用可能時間等の情報が担持されている。
【００６４】
被覆部ハウジング１８６は、基部ハウジング１８５に固定されたリフレクタ１８２の外面
のうち基部ハウジング１８５で覆われない部分を被覆する側板１９５、１９６、１９７を
備え、側板１９６には、光源ランプ１８１を冷却するための冷却空気を導入する開口部１
９８が形成されている。そして、この開口部１９８には、複数の飛散防止片１９９、２０
０、２０１が設けられた蓋部材２０２が取り付けられる。尚、蓋部材２０２は、被覆部ハ
ウジング１８６に対してねじ止め固定される。
【００６５】
飛散防止片１９９、２００、２０１は、蓋部材２０２に形成される小開口部２０３の端部
から、蓋部材２０２の面外方向に突出し、リフレクタ１８２の裏面形状に応じた突出寸法
を有している。具体的には、図８に示すように、リフレクタ１８２の光出射面近傍では、
飛散防止片１９９の突出量は小さく設定されているとともに、飛散防止片１９９の蓋部材
２０２の面となす角度が小さく設定されている。そして、リフレクタ１８２の裏面形状に
応じて、飛散防止片２００、２０１の突出量、および蓋部材２０２の面となす角度は、次
第に大きく設定されている。また、これらの飛散防止片１９９、２００、２０１の先端部
分には、小開口部２０３から導入される冷却空気を導くための整流板１９９Ａ、２００Ａ
、２０１Ａが設けられている。そして、飛散防止片１９９、２００、２０１に沿って流れ
る冷却空気は、これらの整流板１９９Ａ、２００Ａ、２０１Ａによって方向を変えられて
リフレクタ１８２の外面に沿って流れる。
【００６６】
次に、上述した光源ランプユニット８を冷却する冷却空気の流れについて説明する。まず
、電気光学装置９２５の下方に設置される吸気ファン（図示略）が空気取入口２４０から
冷却空気を取り入れて、電気光学装置９２５を冷却する。電気光学装置９２５を冷却した
冷却空気は、電気光学装置９２５の上部に配置されるメインボード、ドライバボード（図
示略）に沿って流れ、これらのボード上の回路素子を冷却しながら、光源ランプユニット
８まで達し、小開口部２０３から光源ランプユニット８の内部に供給される。小開口部２
０３から供給された冷却空気は、整流板１９９Ａ、２００Ａ、２０１Ａによって方向を変
えられて、リフレクタ１８２の裏面に沿って流れ、光源ランプ１８１およびリフレクタ１
８２を冷却した後、ランプハウジング１８４の隙間部分から排出され、排気ファン１６に
よって装置外部に排出される。
【００６７】
（６）実施形態の効果
前述のような本実施形態によれば、以下のような効果がある。
【００６８】
すなわち、光源ランプユニット８がリフレクタ１８２の開口面以外の外面をほぼ全体的に
覆うランプハウジング１８４を備えている。また、リフレクタ１８２の開口面には前面ガ
ラス１８３が取り付けられており、この前面ガラス１８３はリフレクタ１８２に比べて光
源ランプ１８１の発光部から遠い位置に配置されるため、破裂する可能性が低い。従って
、光源ランプ１８１やリフレクタ１８２が破裂した場合であっても、その破片は、ランプ
ハウジング１８４内で飛散し、投写型表示装置１の他の部分に飛散することがない。従っ
て、光源ランプ１８１やリフレクタ１８２が破裂しても、光源ランプユニット８を装置外
部に取り出して、外装ケース２等を分解して装置内部の掃除を行う必要がなく、投写型表
示装置１のメンテナンスの容易化が図られる。
【００６９】
また、光源ランプ１８１およびリフレクタ１８２が上述したランプハウジング１８４に覆
われているので、ランプハウジング１８４内に飛散した破片に触れることなく、光源ラン
プユニット８の交換を行うことができ、光源ランプユニット８の交換作業を安全に行うこ
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とができる。
【００７０】
さらに、ランプハウジング１８４が基部ハウジング１８５、被覆部ハウジング１８６とい
う分割可能な複数の部品によって構成されているので、光源ランプ１８１およびリフレク
タ１８２をランプハウジング１８４に容易に固定することができる。
【００７１】
そして、基部ハウジング１８５および被覆部ハウジング１８６という２つの部品でランプ
ハウジング１８４を構成できるので、ランプハウジング１８４の構造の簡素化、ひいては
光源ランプユニット８の構造の簡素化を図ることができる。
【００７２】
また、ランプハウジング１８４を構成する被覆部ハウジング１８６に開口部１９８が形成
されているので、この開口部１９８から冷却空気を導入することにより、過熱による光源
ランプ１８１の劣化を防止することができ、光源ランプユニット８の寿命を延ばすことが
できる。また、飛散防止片１９９、２００、２０１が設けられた蓋部材２０２により該開
口部１９８が覆われているので、光源ランプ１８１が破裂しても、破片が開口部１９８か
らランプハウジング１８４の外に飛散することを防止できる。
【００７３】
さらに、飛散防止片１９９、２００、２０１の先端部分に整流板１９９Ａ、２００Ａ、２
０１Ａが設けられているので、蓋部材２０２の小開口部２０３から導入された冷却空気は
、これらの整流板１９９Ａ、２００Ａ、２０１Ａによって方向を変えられる。そして、こ
の冷却空気は、光源ランプ１８１の基端部、およびリフレクタ１８２の外面を冷却し、こ
れらの冷却を効率的に行って、光源ランプユニット８の寿命を一層延ばすことができる。
【００７４】
そして、飛散防止片１９９、２００、２０１の長さがリフレクタ１８２の形状に応じて設
定されているので、リフレクタ１８２をランプハウジング１８４内部に収納する場合も、
障害とならず、容易に収納することができる。そして、飛散防止片１９９、２００、２０
１の長さをこのように設定することで、光源ランプ１８１またはリフレクタ１８２が破裂
した場合であっても、破片が開口部１９８から外に飛散することを必要十分に防止できる
。
【００７５】
また、ランプハウジング１８４の開口部１９８を覆う蓋部材２０２に飛散防止片１９９、
２００、２０１が設けられているので、ランプハウジング１８４に飛散防止片を設ける必
要がなく、ランプハウジング１８４の構造の簡素化を図ることができる。特に、ランプハ
ウジング１８４を射出成形等により成形する場合、このような構成は製造上有利である。
【００７６】
さらに、光源ランプ１８１がプラスチック製のランプハウジング１８４によってほぼ全面
が覆われているので、光源ランプ１８１の基端部分の電極と、投写型表示装置１の他の金
属部分との間の縁面距離を多く取ることができ、これらの間の放電を防止して光源ランプ
１８１を適切な輝度で発光させることができる。特に、高輝度化された光源ランプ１８１
を採用する場合、この効果は大きい。
【００７７】
そして、飛散防止片１９９、２００、２０１が被覆部ハウジング１８６と別体で構成され
ているので、射出成形等によるランプハウジング１８４の成形を容易に行うことができる
うえ、リフレクタ１８２の形状に応じて、飛散防止片１９９、２００、２０１の形状を適
宜変更することができ、ランプハウジング１８４の汎用性が向上する。
【００７８】
（７）実施形態の変形
尚、本発明は、前述の実施形態に限定されるものではなく、以下に示すような変形をも含
むものである。
【００７９】
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前記実施形態では、光源ランプユニット８は、リアケース５の光源ランプ交換蓋５０２か
ら取り出していたが、これに限られない。すなわち、光源ランプ交換蓋５０２は、リアケ
ース以外の装置側面や、装置底面、あるいは装置上面に形成しても良い。すなわち、どの
ような位置に光源ランプ交換蓋５０２が設けられていても、本発明を利用することができ
る。
【００８０】
また、前記実施形態では、ランプハウジング１８４および飛散防止片１９９、２００、２
０１は別体で形成されていたが、これに限らず、ランプハウジングと一体に飛散防止片を
形成してもよく、このようにすれば、光源装置の部材点数の軽減が図られる。
【００８１】
また、前記実施形態では、リフレクタ１８２の開口面を覆う前面ガラス１８３が設けられ
ていたが、開口面側からの飛散はその他の面からの飛散に比べて少ないため、前面ガラス
１８３は必ずしも設ける必要がない。ただし、前面ガラス１８３を設ければ、リフレクタ
１８３を完全に覆うことができる。よって、光源ランプ１８１とリフレクタ１８２の飛散
をほぼ完全に防ぐことが可能となるという点で、前面ガラス１８３を設けることが好まし
い。
【００８２】
さらに、前記実施形態では、電気光学装置９２５は、ＴＦＴ駆動の液晶パネル９２５Ｒ、
９２５Ｇ、９２５Ｂから構成されていたが、これに限らず、他の駆動方式から構成される
光変調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８３】
そして、前記実施形態では、電気光学装置９２５は、３枚の液晶パネル９２５Ｒ、９２５
Ｇ、９２５Ｂから構成されていたが、これに限らず、１枚、２枚の液晶パネルから構成さ
れる光変調装置に本発明を採用してもよい。
【００８４】
また、前記実施形態では、電気光学装置９２５を構成するパネルは液晶素子から構成され
ていたが、液晶以外のプラズマ素子、マイクロミラーを用いたデバイスパネルから構成さ
れる光変調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８５】
さらに、前記実施形態における電気光学装置９２５は、光束Ｒ、Ｇ、Ｂを透過して変調す
る形式のものであったが、これに限らず、入射した光を反射しつつ変調して出射する反射
型の光変調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８６】
そして、前記実施形態においては、電気光学装置９２５を用いた投写型表示装置について
説明したが、本発明は、オーバーヘッドプロジェクタのような電気光学装置９２５を用い
ない投写型表示装置にも採用することが可能である。
【００８７】
また、前記実施形態では、光源ランプユニット８は、投写型表示装置１の光源装置として
用いられていたが、これに限らず、他の用途、例えば、スポットライト等の光源装置とし
て用いることも可能であり、要するに、光源を必要とする種々の装置に本発明を採用する
ことができる。
【００８８】
その他、本発明の実施の際の具体的な構造および形状等は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造等としてもよい。
【００８９】
【発明の効果】
前述のような本発明によれば、リフレクタの開口面以外の外面がほぼ全体的にランプハウ
ジングによって覆われ、光源ランプ、リフレクタ、およびランプハウジングを一体で交換
可能に構成されているので、光源ランプやリフレクタが破裂しても、破片が装置内部に飛
散することがなく、光源ランプ、リフレクタ、およびランプハウジングを一体的に投写型
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表示装置から取り出すことができる。従って、光源ランプやリフレクタが破裂しても、外
装ケースを分解して内部の掃除を行う必要がなく、投写型表示装置のメンテナンスの容易
化が図られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る投写型表示装置の上部から見た外観斜視図である。
【図２】前記実施形態における投写型表示装置の下部から見た外観斜視図である。
【図３】前記実施形態における投写型表示装置の内部構造を表す斜視図である。
【図４】前記実施形態における光学系の構造を説明するための模式図である。
【図５】前記実施形態の構成部品を示す斜視図である。
【図６】前記実施形態における投写型表示装置を後部から見た分解斜視図である。
【図７】前記実施形態における光源装置の構造を表す分解斜視図である。
【図８】前記実施形態における光源装置の飛散防止片とリフレクタの位置関係を表す断面
図である。
【符号の説明】
１　投写型表示装置
６　投写レンズ
８　光源ランプユニット（光源装置）
１８１　光源ランプ
１８２　リフレクタ
１８４　ランプハウジング
１９８　開口部
１９９、２００、２０１　飛散防止片
１９９Ａ、２００Ａ、２０１Ａ　整流板
２０２　蓋部材

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(12) JP 3589074 B2 2004.11.17



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(13) JP 3589074 B2 2004.11.17



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(14) JP 3589074 B2 2004.11.17



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０９－１８５１２４（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２２３０２３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１９７９５３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０２２０７５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１１９４００（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２５４０６１（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６３－０５４１３６（ＪＰ，Ｕ）
              特開平１１－２３７６９１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              G03B 21/00-21/30
              F21S 2/00

(15) JP 3589074 B2 2004.11.17


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

